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知

識

锴

級

に

就

.
い

^

:0

統

計

奥

:

太

郞

:都
歆
人
'は

：
一

國

民

中
S

つ
.の
.型

；
で

あ

：
る
0
.
都
市
社
會
學
は
此
の
特
殊
の
型
即
ち
精
神
、
.心
理
.、
知
識
、
'
.感
情
、
■情
藻
、
.體
格
等
に 

於
い
て
、
國
民
の
他
の
.部
分
即
ち
.農
民
.と
對
比
.
¥
ら
る
：べ
き
市
民
な
.る
も
め
に
就
い
て
硏
究
.し
て
ゐ
る
。C.

ソロキン、ジン：
マアマン
 

共
蕃
、「

都
市
及
農
村
社
會
學
原
理」

參
照 
>知
識
に
關
ず
る
.都
會
人
及
び
農
村
人
.の
.優
劣
は
俄
に
は
定
め
雛
い
、
^

用
^
 ̂

於
け
'る
智
能
檢
査
0
適

用

の

如

，き

必

ず

.し
も
有
效
と
»

ふ
を
得
な
い
:6
1.
か
し
知
識
階
級
^

稱
せ
&

れ
る
社
會
暦
が
市
民
群
の
有
カ
な
. 

構
成
者
で
あ
^

事
は
異
議
な
く
認
.
^
ち
れ
る
所
で
あ
ら
ザ
？
..
;:
:
.づ
' 

. 

■

,
市
民
群
に
.し
.て
も
雜
多
で
あ
る
。
:
市

民

中

：に
.は
、
_
4
下
的
關
係
又
^

竝
列
的
關
係
'に
於
い
て
最
も
複
雜
な
色
彩
の
.示
さ
れ
る
の

が

、 

郡

市

社

會

の

.特

色

^

と 
一

K

は

れ
.て
.ゐ

..る
；0C

前

揭

書

に

ょ

つ

.

.
て

#

市
の
異
雜
性
、
農
村
の
.同
質
性
を
參
併
せ
ら
れ
た
い
の
せ
民
群 

上
はr

リ
オ
ネ
ア
か
：ら
下
は
浮
浪
者
、「

ル
ン
べ
ン
，に
至
る
迄
の
，全
體
を
、
必
ず
し
も
全
部
、

群
と
呼
ん
で
：差
变
な
い
か
否
が
も
疑 

問
が
.あ
る
：
肢
に
袞
は
し
む
れ
ば
フ
最
も
市
民
的
な
务
も
の
は
、.：此
.の
土
下
0

階

曆

臾

そ
6

中
間
的
な
る
も
の
：が
、
市
民
的
代
表
型 

本
都
市
l

_

v

る
知
.識
.階
級
电
就
|

の
_

針
''
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:

此
の
間
題
は
色
々
.
.の
.方
面
に
於
い
て
重
要
.で
'あ
名
、.
跦
に
都
市
經
罃
に
與
る
市
政
當
局
に
あ
：っ
'て
法
、

±:

:
.--
-

-

-

を
理
解
し
、
其
の.
最
飞
要
望
ず
る
所
に
向.っ
て
疋
し
ぐ
處
置
す
ベt '
.
で
，あ
る
。
；
^

ー
；
般

都

市

研

究

者

ビ

と

っ

て

?)
'
-
.
、

都

市

現

象

を

理

谇
 

§

 

す
る
上
に
於
い
そ
は
ノ11
5

民
曆
'の
社
會
的
經
濟
的
分
析
が
最% ;

重
要
な
莪
礎
的
硏
文
で
あ
ら
ね
ば
な
^

ぬ
0

: :
;

:

'

.

.

0
 

.

■

し
か
し
今
、ン
こ\-
に
於̂

て
の
；硏
究
は
- -

般
市
民
階
級
に
就
い
て
の
そ
れ
で
は
な
い
0

市
民
群
中
の
或
ひ
は
最
重
要
分
子
と
も
云
ふ

.

.
可
き
知
識
'階
級
に
就
い.
て
.

の
硏
究
で
あ
る°

知
識
階
級
は
、

：

今
日
.
に
於̂

：て
は
都
會
の.
籠
兒
? '
0
:
で
あ
る
、
.吾
々
は
農
村
又
は
農
民
な 

;
|
.

 

る
觀
念
と
知
識
階
級
と
を
結
び
っ
け
'
る
事
は
批
來
な
い
，
反
對
に
知
識
階
級
.と
云
へ
ば
、
直
に
都
會
を
考
へる
、

そ
れ
も
、
所
謂
現
弋 

ハ：
 

へ.
的
反
大
都
會
ど.
の
關
聯
に
於.
い
て
。
勿
論
之
れ
に
は
、
其0

依
^

べ
き
#

2

が
あ
：る
。

」

令
日
の
知
講
級——

此

の

階

級

の

宠

義

も

遙. 

r

だ
困
難
ヤ
あ
ら̂;

が

麗

で
^

.

'

大
學
及〗

び
璨
岡
學
校
举
業
考
の
；み
を
取
扱
摄
っ
て
ゐ
.る
如
ら
'

此

の

意

味

忆

解

し

て

ゐ

る

が

-
—

是

等
 

I

 

の
知
識
階
級
は
、
資
本
主
義
の
發
展
と
ダ
、
に
大
企
業
、
大
經
營
の
內
部
に
於
け
る
事
務
處
理
の
任
務
を
檐
當
し
た
簿
記
學
的
存
在
或
ひ 

一
 

は
業
務
管
理
指
導
を
補
佐
す
る
技
術
家
的
存
在
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
存
在
は
極
め
て
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
れ
即
ち
舊
中
產

階
^

中
、
小
規
模
の
商
工
業
獨
立
的
經
營
素—

に
鍀
し
て
特
に
新
中
間
又
は
中
產
階
級
と
し
て
の
丨
現
代
に
於
け
る
特
異
な
社 

會
曆
で
あ
る
。

自
の
集
中
又
は
企
業
指
撖
の
中
樞
が
大
都
市
に
集
中
し
て
ゐ
る
結
艰

——

之
れ
は
、
現
代
經
濟
組
織
の
當
然
の
結
梁 

羞
は
れ
る
が
1

そ
I

め
に
、
社
會
的
に
■必
要
と
せI

、
知
識
階
級
が
大
都
市I

中
し
て
ゐ
る
事
は
想
像
す
る
に
難
く
^

殊
に
我
國
に
於
い
て
は
次
に
見
る
が
如
き
高
等
教
育
機
關
の
都
市
集
中
の
事
實
か
ら
、
是
等
知
識
階
級
は
、
そ
の
生
長
を
大
都
會
の
雰

2
 

. 

:
■ 

'

慰
氣
冲
.
に
.' #

い
て
完
成
す
る
。
彼
等
は
鄕
土
の
農
村
的
中
等
學
梭
&

E

つ
て
も
、
高
等
敎
育.に
»
ず
る
や
都
會
人
と
し
て
の
文
化
又
は 

敎
養
を：

强
.制
さ
れ
乃
至
は
享
樂
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
實
社
會
ぬ
％

て
か
ら
の
彼
等
も
亦
、
此
の
霧
圍
氣
に
戀
：々

.
た
る
も
の
が
あ
る
。 

又
#

1

務
の
處
理
に
必
要
な
る
條
件
に
は
、
都
#
人
的
精
練
が
裏

^

さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
事
情
を
以
つ
て
、
知
識
階
級
は
全 

く
都
會
的
で
，あ
る
事
に
疑
ふ
可
き
餘
地
は
な
い
。
た
V

此
の
關
係
を
節
際
に
證
明
す
る
統
計
的
硏
究
を
以
つ
て
、

M

に
充
分
な
る
根
據 

を
得
ん
.と
す
る
の
が
本
稿
の
自
的
で
あ
つ.て
、
以
下
記
す
る.
ど
?:
;

ろ
め
'
數
字
は
、s

づ
れ
も
之
れ
を
證
し
得
て
充
分
な
る
も
の
あ
ら
ぅ 

..と
思
ふ
。

:

我
國
髙
等
敎
育
機
關
の
大
都
市
集
中
に
對
す
る
銃
計
.

.

.

,

來
京
市
杓
外
に
あ
る
官
公
私
立
大
學
校 

>
, '
3

,

1校 

大

阪

；市(

同
上)

 

：
ゾ
バ
1
1校
'. 

i

涂

都

•市(

同
上)

.

、
 

/

.六

核

'

，名
宙
屋
市(

同
上)

 

(
l

絞
.

，神
.
戶
%

(

同
上)

 

1
.ノ
:-
:
4
:校
：
.

:

其

の

他

'■
•
. 

1

0
核 

以
，上
を
以
り
て
み
れ
ば
大
學
に
於
い
て
は
全
、
四
.
十
四
校
中
、
：實
：に
東
京
が
そ
の
半
數
を
..占
め
て
ゐ
る
狀
態
で
六
大
都
市
以
外
は
全 

牌
の
僅
か
.
に

ニ

.
割

三

、
分

弱

を

有

し

て

ゐ

る

。

.
'の
み
な
ら
.ず
東
京
と
一

K

ふ

I

市
に
大
學
が
集
中
し
過
ぎ
て
ゐ
る
我
國
特
異
の
.風
を
示
し
て 

大
.
都
市
に.
蝴

集

す

、
る
知

_

.

階
級
に
就
い
て
：め
.統
計
 

0

0 :

ー0

六
'
九)



系

(
I 

0 
七
0)

火
■灌

^
—ぶ
げ
る“餐
階
辍
に
被
、.て.8
計
.

ゆ
？
^

^

で
;^

る
0
.
.
.そ
;0

學
隹
紙
數
^

左
”の
如
べ
で
あ
名
、
：-
.
.
,
;
パ
：一.」

^

:

.

.

.

:

プ
“

 

.

，•

へ#
.ご
こ
?
，..'.：
 

J
' 

.

.

デ
で
、
.
マ
:

y

.

リ
.；
，,'
-
'
.
:
:

霸

：〇
1

_ 

.
;
•

:■
'
•パ
：

ネ

。
撒
一
 

ニ
、
四

雙
，.

'
京
"
フ.郁

，
：.

八
、
七
§
ニ

名
古
，屋‘

' 

. 

.

四U

七 

神v 

r

戶」

:
 

八
为- b 

そ
.

：

0
:

他

.
：
：：

 

八
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八
衂
六_

合

：
w

.
'
'
し

 

五
四
、

W

六

允.

束
京
は
大
學
學
生
數
の
华
f

:

上
即
ち
略
六
割
复
め
て
.ゐ
.令
六
大
都
市
所
在
の
大
學
々
生
總
數
は
四
五
、
S

一
三
と
な 

r:

中
の
八
番
.强

取

京

丈

け

で

も

六

割

を

超

過

し

て

ゐ

る

.。

ー
專£

高
等
學
校
.
墨

タ

て
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は
之
れ
程
，の'集
中
現
象
を
示
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$

.
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ち
.
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.
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四
七
、
七
五
四
：

 

,
 

即
ち
學
校
擻.に
：
於
い
て
は
.東
京

->
*
:横
濱
合
し
て
全
國
の
〇
、
ー
六
八
强

"學
生
數
に
於
い
て
は
ノ
同
じ
く
柬
京
、
橫
濱
を
合
し
て
、
一

> 

ニ
0
四
は
、
全
：體
の
〇
、

11

三
五
弱
で
舞
石0
し
か
し
、
：
.東
京
地
方
、
,
大
阪
她
方

Q

全
部
並
び
：に
名
古
屋
裙
即

:1
ハ
火
都
市
の
全
部
を

大
：都
市
，
に

蜎

集

す

$

知
識
階
級
に
':就
い
て
の
統
計 

三
.七

(

1

0

七
1)
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c
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加

算

す

れ

：ば
ニ

 G
T
九

！
！

七

と

な

技

、

全

國

總

數

の

.約
〇
.
：：®

觀
を
占
む
る
，(

以
.上
;0

原
數
字
は
東
京
市
^
§
^

,
會
編
、；
日
本
都
市 

年
鑑
第
_

|

八
I

.

に
I

)

。

 ̂

.

.

•'
,

:■U
.

 

•

,

-
、
 

.

.

 

.

W 

.

本
硏
究
に
於
：い
て
知
識
階
級
の
都
市
集
中
を
調
赍
す
る
.：に
當
つ
.て
；は
東
京
所
在
の
大
學
を
中
心
と
す
る
事
と
し
、
其
の
材
抖
と
し
て 

は
、
各
：

K

學
の
卒
業
生
名
簿
に
よ
る
事
と
し
た
O
C
帝
國
大
擧
丈
.け
は
擧
士
會
名
簿
を
以
つ
て
全
帝
國
大
學
の
數
字
を
得
る
事
と
な
っ
た 

の
が
例
外
で
あ
.る)

。
其
の
結
艰
、
來
京
帝
國
大
學
、
FI

十
稻
田
：大
學
、
朋
治
大
學
、
日
本
大
學
、
中
央
大
學
、
立
敎
大
學
、
.法
政
大
學
、 

¥

修
火
學
國
學
院
大
學
、
妬
殖
大
學
及
び
塵
義
塾
大
學
j

R

 

.
當
.局Q

好

意

を

得

て

、

各

々

管

べ

き

材

料

を

得

、
之
.，̂

を
以
て 

■
調
嵛
す
る
事
と
^

つ
た
。
，唯
商
科
大
學
を
逸
し
た
る
は
遺
憾
で
あ
‘
り
、
.
又
、
或
る
擧
校
に
よ
つ
て
は
、
卒
業
生
名
簿
：は
校
友
會
編
基
の 

，
由

を

以

つ

て

、
.遂
附
を
斷
は
れ
た
向
な
ぞ
あ
.つ

て

、

漸

く

以

上

，
の

十

1:

校
を
集
め
得
た
。
更
に
卒
業
生
名
簿
と
は
、云
ひ
條
、
實
は
い
づ 

れ
%.(

慶
應
を
除
く)

以
下
表
中
に
示
し
た
る
が
如
く
、
同
窓
會
文
は
校
发
會
名
|

|

^

€

议̂
つ
て
_同
會
々
員
の
み
を
揭
げ
た
る
を
以
つ 

て
、
卒
業
生
：實
數
と
は
、
幾
分
の
減
少
を
示
す
も
の
と
思
は
ざ
る
を
得
.な
い
。

X
,
^
友
會
乃
至
同
窓
會
名
簿
は
丨
大
學
又
は
尊
の
學 

校
以
外
の
學
校
の
卒
業
生
を
含
む
故
に
、
こ
れ
を
識
別
す
る
の
に
遥
し
き
困
難
を
感
じ
た
が
、

ー
應
、
除
く
可
き
も
の
は
除
い
て
^

c

 

た
。
各
名
簿
の
實
際
悲
本
數
中
よ
り
何
を
削
除
し
た
か
は
、
左
の
.表
中
に
揭
げ
て
お
い
た
。
校
友
に
時
選
又
は
推
薦
せ
ら
れ
た
も
の
は
、 

之
れ
を
ー
校
の
名
簿
に
於
ぃ
て
雜
入
す
る
場
合
、
他
校
の
出
身
な
る
場
合
、
他
校
に
於
い
て
の
計
莫
と
重
複
す
る
恐
あ
る
を
以
つ
て
、 

推
薦
、
特
選
會
员
又
は
會
友
は
、
出
来
る
丈
け
全
部
を
省
く
事
と
し
..た
。
左
表
の「
削
除
項
目」

爾
に
記
入
し
た
る「

推
蘇」

な
る
31

は
之

ル
を
示
す
の
で
ぁ
る
。
斯
く
の
如
く
し
て
調
资
し
た
る
大
學
、
寧
門
學
校
の
議
者
と
稱
せ
ら
る
、
者
の
總
數
は
以
上
衆
京
を
中
心
と 

し
た
卜1

校(

但
し
带
國
大
學
の
名
簿
は
學
士# .

の
故
を
以
つ
て
帝
大
は
全
部
な
る
を
以
つ
て
、
木
當
に
は
、
大
阪
、
京
都
、
九

!It

、
束 

北
、

北
觀
逾
の
各
帝
國
大
學
を
加
へ
て
十
六
校

)

を
以
つ
て
一
五
八
、
一
一
二
六
名
で
ぁ
る
。

合 拓 立 中 帝 慶 國 粵 法 日 早 明

.-甚
據

' 

校友
會名
簿
 

校
友
會
名
簿 

校
友
會
名
簿 

校
友
會
名
簿 

同
窓
會
名
簿 

院
友
會
名
簿 

熟
.員
名
簿 

學
士
會
浴
簿

學
員
會
名
簿

立
敎
.學
院
.
 

校
友
會
名
簿

.學
友
會
名
簿

''.計
'

現
在
年
次.

七
*
十
二
發
行 

七
•十I 

_

七
•
四

七

士

匕
•
卜

七
•
十
二
 

.

七

土

.

六
•
九

七

入

•

一

七

十

一

七
•十t 
•
ニ
十

基

'
本

數
 

I

七
、
七
六
五 

三
五
、
六
六
三
，
 

ニ
〇
、
四
ニ
〇. 

七
"
四
〇
七 

四
，
八
五
0 

'1 

一

n
.

三
八 

1

六
、
三
七
〇

--
*
.五
、
〇
三
一 

1
r
〇

九
六

削

除

項

目

女
子
部
、推薦 

在

學

_ 

'
生，

推

，薦

死
亡
、推
薦

推 

薦
 

實
務
科
、
死
亡

、 

、
不

.明
、
'
推

薦

.、
死
亡
、
其
他"推
薦
..

推

薦

削
除
數 

.
九
八
六. 

九
七
〇

八
〇
九

一
九
三 

1
、

五
五
九 

•
'三
六

四. 

1
、11

五
ニ

-華
大

ー

笋

部\ 

I

現
大
學
部
以
外」

.推

•

圈

調
奄
實
數 

.ム

.六
、
七
七
九 

S
四
、
六
九
三 

一
九
、
六
一
一 

七
'1

一
四 

三
、
ニ
九
一 

.

.
,
.
三
、
：1
三
八 

.1

五
、
ニ

八 

三
九
、
八
五
〇 

‘
i

五
'、
〇
三
1 

I
、

四u

六 

i
r
〇

七
五 

.
1五
<
、
ニ
ニ
六

.此
'の
調■

比
較
的
短
期
日
の
間
に
.且
又
最
も
原
始
的

 ̂

て
，多
少
の
脫 

木
都
市
：
に

親f

知

鶴

級
S
.い
て
：..の

饔

'0

,
 

d
o

七
■三)



.

へ
I

f

爾

f

 
I

階
級
£

1

:

1

計

. 

、
含

C
I

O

七
S

 

落
迤
漏
迤
■

#

毫

期

し

難
.
い
、-
勿
論
没
他
玨
更̂

、
；：全
國
天̂
 

今
二
—

.比
I t

,の
轸 

式
に
於
い
て
發
表
；し
た
い
と
思
ふ
。
名
簿
中
に
は
、
例
へ
ば
學
士
會
名
簿
の
如

J

東
京
以
前
の
麗
なI
.

以
？

、
新
市
區
に
修 

芷
す
る
爲
め
、
相
當
の
困
難
を
受
け
、
.
し
■
か
も
、
不
明
に
蹴
す
る
部: ^

が
_少
く
な
知
つ
た
。
或
ひ
は
意
外
に
誤
植
多
く
、
#
府
縣
地
圓 

を
以
つ
て
探
求
し
た
る
に
管
發
見
し
得
ざ
る
が
如
き
町
村
名
あ
り
、
或
は
、
.明
治
年
代
の
卒
業
坐
が
昔
の
住
所
を
馨
し
た
る
餱
放 

任
し
た
も
の
が
市
町
村
合
併
一
に
ょ
：る
變
更
な
き
爲
め
、
.
名
簿
記
入
の
町
村
名
發
見
に
苦
心
し
た
も
の
も
_あ
る
6」

舊
町
村
名
が
大
字
又
は 

g

名
と
レ
て
新
市
町
村
內
に
殘
さ
れ
た
f

の
は
、
出
來
る
丈
け
檢
出
し
て
新
市
町
村
名
下
に
加
へ
た
。
以
上

Q

如
き
點
あ
る
を
以
つ 

て
.
.
.全
部
髪
つ
て
の
疋
確
は
期
し
難
い
の
.
み
な
ら
ず
、
調_

の
.方
に
？
粗̂
^

は
期
し
難5

、

他
日
修
正
の
機
を
得
た
ら
ば
、
之
れ
を
完
成
し
た
い
と
思
ふ
0

:

H

■:
_

,

以
上
の
材
料
に
就
き
、
大
都
市
を
中
心
と
し
た
知
識
階
級
所
在
の
分
析
を
企
.
て

べ
東
京(

關
東)

.大
阪(

關
西)

の
ニ

大
都
市
地
方
を 

中
’心
と
し
.て
分
析
し
た
、
軍
に
又
、
九
州
に
：於
け
る
中
心
都
市
た
.
る
.
麗
縣
を
加.

へ.

、
東
京
、
大
阪
間
に
於
い

て
名
古
屋

市
の
狀
態
を 

求
め
た
、
そ
の
結
艰
、
調
鸯
し
た
府
縣
は
左
'
の
通
で
あ
.る
。
.
.

東

京
0 :
. 

*

大
阪
符

*

東
.
京
市

 

，*

大
W

市
.
：

.务
神
奈
ハ
縣
.
. 

：

京
.
都
'
府

. 

：

’

*
千

葉

縣，
. 

' 

. 

'
.

京，
都市：:

へ

 

.,
*

埼玉鯀

.

：
.
/ 

: 

*

兵庫縣

.

-.
■ 

.

同

市

部

：

-

,
パ
：
 

. 

. 

"
名
古
屋
市V

 

.和

歌
-'
^

激(

同
じ
く
市)

'

靜

'岡
-市
：

.

.

.-

奈
..

浪：
：
縣

(

同じく市

> 

:::

■
福
'
岡

縣

(

市
、
郡)

‘，' 

V.'.:'' 

一-''''

(

有
の
内
*

印
の
もQ

は
、
細
部
に

亙
る
，即
ち
各

郡
、
市
、區及
び
町
村
別
の
調
査
濟
み
の
も
の)

;
之
れ
を
今
、
表
に
し
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。 

パ

：
.：

，
ノ

.

'

實
.
.一'
'
數 

-
.ゾ
；
推

ノ
'
.定
':
,
.
- 

:
:

■
不
明 

，

:

東
•京
府

 

:
五七、
七：

1.0 

1ニ
、七

0
四 

ニ
 

:神，

.奈：川

.

.縣'

蚂八四〇

 

二八九

 

,
五
 

,

千葉
縣

 

r

七

六

九

_

:
:
八
六 

•
.
.
六

•

埼
''

.主
：縣
：

..
v

、
:r
a

七ニ：

-

八〇

 

一

三 

:

計

； 

六
五
、
七
九1

'

.'
:
.四
、.
I
V五

九
. 

ー
-±
ハ 

關
朿
地
方
累
計
：

，ふ

:.
:

：
,

.

. 

「

■:
.

:

六
九
、
九
：七

六

.

,
.
大
都
市
に
则
集
す
る
：知議
階
紙

.に
就
い
て

¥
铳
計

. 

：

.四

一

(

1
.
0七
五)



大

: ^
4
に
*
灌
す
：
4
相
識

.階顧に

「

就
圹
て
の
顧
計

:

實—

.
數

.

四II
(
一

0
七
六)

兵 京 大

庫 都 阪

縣 縣 縣 府 府

和
：：
歌

.r.

奈

.
■
良
.

合

計

 

關
r
地
方
.
累
計

福

,岡

縣
 

名■

西

屋

：
，市 

靜

、
岡

：市

■
、
八
四O

ニ
、
五
八m

 

五
、
'
.
.

o

艽 

丨
六
三
ニ 

:.

四
四
ニ 

四
、
六
0
1

1

實
，

:
數

一ニ、
三 
一
 

ニ 

二
、
ニ
六
〇
. 

H
五
四

.推

定
 

一
、
.0
七 U

 

二
八
九
. 

ニ
七
七
'

S
.

,

.一
五
，
 

i

、
六
六
五
‘ •

推

定

' 

三
九
九 

ニ
ー 
九

I 

ニ
七

一  不
三 , & 明

%

/ V

五 八

右
全
部
を
總
計
す
れ
ば
九
一r

八
四11

名
を
薄
し
.て
、
調
鸯
人
數
一
五
八
、
ニ
ー
一
六
名
に
對
し
て
〇
、
五
八
七
弱
を
示
し
約
六
割
■

ん 

と
す
る
者
が
東
西
の
大
都
市
地
方
及
び
都
市
文
化
の
.比
較
的
高
度
の
地
方
に
在
住
し
て
ゐ
る
事
と
I

O
右
の
表
中
、推
宛
と
ぁ
る
は
、
 

名
簿
に
各
地
所
在Q

人
々q

同

地

馨

先

麓

S

げ
ら
れ
た
も
？

ぁ
つ
て
、
例

へ
霞
京
帝
國
大
學
0
0硏

靈

I

示
せ
ら
れ

1
j

§

I1
I

I
1
!
1

か '

た
る
が
如
き
は
、
其
：の
現
住
所
は
全
く
知
る
に
由
な
い
が
、
し
か
し
、
是
等
.は
東
京
市
又
ぬ
東
京
近
傍
.

(
例
へ
ば
同
硏
究
室
に
通
勤
す 

名
の
；に

1

時
間
前
後
の
時
間
距
離
の
地
.點)

■に
在
往
す
る
事
は
明
^

に
推
定
し
得
る
が
如
ぐ
、
爲
め
に
是
等
'を
推
定
と
し
て
別
に
取
扱
' 

つ
た9

霧
市
に
於
い
て
勤
務
す
る
者
が
束
京
市
內
在
住
を
妨
げ
ぬ
.
.が
故
に
、
之
れ
■を
以
？

橫
濱
在
住
と
取
扱
ふ
は
、
不
當
な
れ
ど 

も
、
都
市
勢
力
圈
內
の
居
住
者
と
し
て
取
扱
ふ
の
は
當
然
で
ぁ
る
。

以
下
、
此
の
.意
味
に
於
い
て
推
定
數
は
_
色
々
に
取
.极
は
れ
て
ゐ
る. 

1

或
ひ
は
之
れ
を
含
み
又
は
含
ま
ざ
る
'場
合
に
は
、
：.ー
ハ
々̂

の
，旨
を
銘
記
し
て
ゐ
み
。
：

-
-
バ 

右
の
調
赍
に
ょ
つ
て
日
本
六
大
都
市
、
及
び
福
岡
縣
の
諸
都
市
を
算
入
す
る
事
を
得
た
。
靜
岡
市
を
加
へ
た
る
は
、
東
海
遒
に
於
け 

る
人
口
十
五
萬
杓
外
の
都
市Q

情
祝
を
見
る
爲
办
、
勿
論
、
六
大
都
市
以
降
に
、
福
岡
市
を
除
け
ば
、
廣
岛(

二
十
七
萬)

長
崎
、
凾
#
 

仙J
T

吳
等
の
ニ+

萬級
..

の
諸
都
市
、
更
■
に
札
幌
、•：

熊
本
、
金
.澤
、
岡
山
、
‘小
樽
、
鹿
兒
.島
等
の
'上
.位
郡
市(

人口の上に於いて

)

が
_ 

字
在
す
る
が
、
各
都
市
全
部
を
調
査
す
る
0

煩

雜

を

，
思
.ひ
、
.
1
時
ノ
此
處
に
.は
省
略
.じ
た
0

靜
岡
市
の
如
き
、
東
京
、
名
.古

屋

.
の
中
問 

に
ぁ
り
、
別
圖
に
示
す
.が
如
く
、
.比
較
的
東
京
凡
近
接
し
て
ゐ
る
敌
を
以
つ
て
？
他
め
北
海
道
ゴ
九
州
、
X

は
中
國
、
東
北
等
の
如
く
：
 

蜀
立
‘的
#

在
を
明
確
に
な
：し
得
な
い
の
：も
又
、.
爾
:̂

い
現
象
と
ー
25
:

は
ね
ば
な
ら
ぬ
0
’
4

國
の
'府
縣
及
.び
市
郡
別
_の
調
.喪

に

つ

い

て

は

早 

稻
田
太
學
校
友
會
名
簿
の
末
尾
を
見
，ら
れ
た
>

、
/
同
校
友
會
員
の
地
方
別
«

が
褐
げ
ら
れ
て
ゐ
る
.。
そ
れ
■
に
ょ
れ
ば
、
此
處
に
調
茶
せ

ら
れ
ざ
る
諸
都
市
中
、
同
校
友
多
激
所
在
の
：有
力
都
市
を
揭
げ
れ
ば 

廣
島(

一

一
一
じ
札
幌(

一
七
八)

仙
臺(

一
五
<

)

長
崎(

1

五
四)

余
澤(

'
ー
四
九)

新

揖

1

它
五)

熊
本c

 

=

ー5

減

山
2

1

1

1

5函
館

バ
ー
一
八)

小
樽(

ー
〇
五)

鹿
兒
岛(

ー

,0

四)

靜
岡(

汍
汍)

，
. 

-

ノ

'

大
都
市
に
蛸
集
す
る
％
識

-'
#

棘
に
.就
'^
て
の
<擁
：费 

四

苕

C
I
O

七
七〕



大
都
市
.に

鱟

す

る

.知

着

敍

に

老

て

の

絃

針

 

■

 

(

1

〇
七
八)

の
S

を
示
し
て
|

°

之
れ
S

し
て
.、I

に
ょ
れ
ば
、
東
京
、
大
阪
附
近
の
I

市

の

實

人

ロ
が
、
如
何
に
是
等
の
地
方
的

中
心
帮
に
比
し
て
劣
勢
で
着
か
I

さ

れ

て

來

る

が

、
.大

都

市

附

近

の

諸

都

市

が

i

市
I

の
翌
權
成
の
I

吸
收
I

て 

ゐ
-る
事
を
物
語
る
も
の
と
し
て
極
め
.て
面
^

/»
0 

.

:

.

右
調
茶
.の-

K

學
卒
業
生
中
、
大
阪
、
東
京
を
中
心
と
す
る
地
方
福
岡
縣
及
び
名
墓
靜
岡
雨
市
に
.於
け
る
總
數
九
萬一

一

千

强

の

内

、 

大
阪
及
び
凍
京
地
方
の
占
め
る
勢
力
は
、
前
表
の
如
く
S

つ
て
，
東

京

地

六

：九
W

七
六
大
阪
地
.真

六
、
二
八
五
8

 

し
て
ゐ
る
、
之
れ
を
今
、
全

雪

人

員

數
.一.
五
八
、
一
rr

エ
ハ
室
：九
.貢
第
：一 :表

參
f

對
す
る
比
管
求
め
る
と
、
東
I

方
は
、

.
追 

定
.

不
明(

I

上
居
住
の
市
、
區
、
町
村
を
明
確
に
し
難
i

の)

.：.
及

び

實

數

、

.
S

の
總
計
を
以
つ
て
〇
|
!
|
弱
の
比
率
を
示 

:

し
、
產

地

|

〇
•
.一.〇
三
f

示
し
て
ゐ
る
。
.
之

れ

に

ょ

つ

：て
み
て
，

I

西
兩
大
都
市
地
方
袅 

る
此
率
を
示
し
て
ゐ
る
事
が
分
明
す
る
。
:'
.

.

.
 

:‘
 

' 

*

..,

四
-

.

ニ
：
..：
. 

'
 

-

-

.

.
以
上
の
統
許
は
更
S

孕

念

要

が

I

。
何
I

れ
ば
東
京
勢
力
圈
g

內
に
は
東
京
府

、
神
奈
川
縣
、
千

葉

縣

、
椅

玉

縣の 

全
部
を
含
み
、
大
阪
勢
力
圏
に
は
、
大
阪
府
、
：京
都
府
、：奈
良
縣
、
和
歌
山
，

.產
縣
の
全
部
を
網
羅
し
た
。.
し
か
し
、I

縣
セ 

海
上
、
塵

、
山
武
、
長
生
、
夷
隅
或
び
は
安
房
S

き
太
.：平

洋

躉
I

郡
：の
如
き
、
神
奢 

甲

郡

の

如

き

.遠

隔

の

諸

郡

c

或
ひ
は
都
孰
、
橘
樹
郡
の
如
き
.近
接
郡)

I

思
？

れ
る
。
勿
論
別
.興

六

一

茛
I

す
が
如
く
艽
S

I

の
大
都
市
地
S

畫
の
圓
f

以
っ
.て
ず
れ
5

是
等
の
：地
f

當
然
入
つ

て
來
る
が
後
に
示
す
が
如
く
、

等

の

議

謹

の

有

す

る

本

疆

•上
の
勢
力
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
ぁ
る
。
從
つ
て
之
れ
を
加 

へ
叉
は
削
除
す
る
も
、

大
し
た
相
違
は
坐
じ
な
い
：が
、；
削
除
す
る
事
を
以
つ
て
寧
石
瀚
當
と
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
0 

殊
に
關
西
、
.：
大

阪

勢

力.圈
中
、
和
歌
山
縣
の
如
き
紀
州
南
端
の
諸
郡
、
京
都
府
、
.兵
庫
縣
の
日
本
海
沿
岸
又
は
山
地
地
方
の
諸
郡
の 

如
き
、
之
れ
は
常
然
省
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
此
の
故
^

以
つ
て
以
下
、
前
統
許
の
♦

正
を
行
ふ
可
き
で
ぁ
る
。

し
か
し
そ
の
爲
め
に
近
縣
に
於
け
る
調
齑
人
肩
の
分
散
を
具
體
的
に
調
莶
し
な
妙
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
先
づ
東
京
勢
力
圈
に
つ
い
て
近
縣 

中
神
奈
川
縣
に
於
い
て
は
、
次
の
如
き
表
が
示
さ
.れ

る

-

神
茶
川
縣
市
部 

同
：
：

郝
部

實

:■
■
數

.丨 

.
三

、
三

一

：
七.

一

計

.，パ 

四
、
八
六
四
.
‘

右

、
市
部
統
許
中
、
贺

に

細

目

を

汞

せ

ば

.

實

.數
二
：

「

.

.横

.

.
'
;
:
.
.

濱
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.市 

h
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六

六

〇

：

.
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川

し

崎
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五

ニ

' 

橫
；•須
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市
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：
ニ
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七
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大
都
市
に
蛸
集
す
る
知
識
階
紙
に
就
い
て
の
統
計

推

薄

ニ
五
ニ 三五

.； 

二
八
七

推

r，
.萣
.

ぃ卞九八

，
. 

六
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四
：

四
五

C
I
O
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:大
都
市
に
蛸
集
す
各
知
識
階
級
.に
就
ぃ
で
，»;
.統
計

塚
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'

:

九
八

 

「

y

P

..

計
:'
,
-

1
:

:
3

•

•

三
、
三
，

「

七 

ニ
瓦
ニ 

故
^

嵇
濱
市
.が
踮
倒
的
に
多
數
で
あ
る
。
之
れ
に
.，對
し
て
郡
部
を
.み
る
と
^

の
如
く
で
あ
る
<
3

四

(

i
o
A
G
O

神
奈
川
縣
郡
部

'
 

橘

.
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.樹
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郡 

都

筑

㈣ 
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鎌

倉
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'
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久
；
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二

浦

郡

 

高
：
;■座
'づ
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郡
.

 

，
中

：
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郡 

.足

」

1柄
'卞

郡

足

湖

上

郡

愛
：

甲

：
，
郡
'. 

津

久：
井
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'郡：

實

'パ
數 

六
七

“

.绿
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六

.

.
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一
: i

四

ニ
：！.四五
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〇
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n

o
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u
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：
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七
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一
，
1

9
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ニ . 三 罕 七 四  七
• ■ - , :'、

訢 

一
、
五
四
七.,
:
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三

五

.

郡
部
中
に
於
い
て
は
鎌
倉
、
三
浦
、
高
座
、
中
、
足
柄
下
の

.諸
郡
、
即
ち
湘
南
地
方
が
斷
然
勢
カ
を
ぃ
：

1め
て
ゐ
る

0(

神
奈
川
縣
分
散 

圖
參
贿
頁
六
〇

)

.
： 

:

i

:

之
れ
に
ょ
つ
て
風
る
と
、
神
奈
川
縣
に
於
い
て
は
前
記
の
四
部
市
に
加
，ふ
る
に
こ
の

Jr
.郡
を
以
つ
て
す
れ
ば
足
る
事
と
な
り
、
之
れ 

を
表
に
し
て
示
せ
ば

、
'
‘ 

一
へ
.
，
y

j
(

神
奈
川
縣

。市

.

■

.

.鎌

.倉 
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座

三
、
三
一
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五
七
'六
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ニ
四
五 

一
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ニ

ニ
五
ニ
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'
七
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.
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■■If

足

把

下

甜

三

.

..浦

郡

久

一

度
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郡
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八
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三

一
ぐ
ニ

三
四

ゾ
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四
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'
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〇 
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.

ハ
：

,

,

,■

四
、
六
九
ニ 

. 

. 

.

. 

.

.

.

..ニ
八
五

见
.に
郡
地
方
と
し
て
は
、
橫
須
賀
市
を
三
浦
郡
へ
、
平
塚
市
を
屯
郡
に
加
ふ
れ
ば
右
兩
郡
の
數
は
、
 

■

大
.，都
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に
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す
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知
龢
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級
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い
て
み
練
計
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一
〇」

ニ)

ム
ニ
へ
' 

浦

〉

，■'
郡
：

'.:.
’
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 ̂

. 

' 

,

.中

，
：
.

郡

.

.
' 

r
o
o
—六(

推)

'

と
な
る
。
三
.浦
郡
中
に
於
い
て
も
ニ
ニ
四
の
中
、
そ
9-
大
部
分
を
占
る
の
は
、
逗
子
、
田
浦
、
浦
賀
、
葉
山
で
あ
つ
て
、
そ
の
救
ニ
一 

一
に
及
ん
で
ゐ
る
。
故
に
、
高
座
、
.鎌
倉Q

諸
郡
と
#
.せ
て
、
東
京
近
接
の
直
.讓
ヵ
地
に
加
へ
て
菱
な
い

と
思
ふ
。

葉
山
及
び
浦 

.賢
以
南
の
地
fc
>
'勢
力
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
：̂

そ
の
.數
ー
六
名)

之
れ
'に
ょ
つ
て
刺
奈：：；

縣
に
衡
す
る
東
京
の
直
：挺
勢
力
圈
を
次
の
如
く
定
め
そ
の
數
を
葬
定
す
る
。

川
‘

崎

取

. 

ト
■■
'三
五
ニー

三
六(

推)

'•■

.

橫

濱

市

. 

ゴ
、.六
六
〇—

ー
九
八(

推)

，

<

良

岐

郡

-;
ぐ

:

一〇

.

鎌

.

倉

ノ

郡
 

五
七
六
-
-
七(

推)

■■

三
油
郡
、横
須
賀
市 

四
四I

——

二
八(

推)

.
高
：
、

座

郡

.
: 

;
•
•
-
• 

:

、U

四
五—
 

'七
§

ぐ 

•

中

郡

、
平

塚

市
 

ニ
〇
〇——
六(

推)

足

.柄

-'
'
下

>那

;'
. 

'
ニ 

o
八
I

,

:
三(

推)

;:
:

:

.

計
‘ 

':,
四
、
六
九
ニ_

_

ニ
八
五(
推)
.

I

I
隱.

I!
I
I

!
I

I

右
の
中
ノ
推
定
ニ
八
七
は
主
と
し
て
横
濱
市
に
關
す
る
も
の〜

故
に
楚
等
は
ゥ
同
市
內
、
或
ひ
は
湘
南
又
は
束
京
方
面
の
，居
住
者
と 

み
る
べ
き
で
あ
る
。 

-

•
,之
4
に
ょ
っ
ズ
み
る
と
、
神
奈
川
縣
全
部
、
五
、
一
五 

一IE
I
(

不
明)

に
對
す
る
約
九
割(

實
數
に
つ
き〕

迄
が
此
の
地
域
に
存
在
し 

て
ゐ
暴
と
な
る
。
此
の
居
住
地
域
に
關
す
る
點
は
、
更
i

f
述
べ
る
で
I

ぅ
。

:

「

：

註
都
市
勢
力
圏
な
る
言
葉
に
就
い
て
は
、
川
口
丈
夫
氏
が
こ
の
^
辭
を
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ハ
■

市
勢
カ
圈
決
定
因
子
と
し
て
の
霭
信
镏
話
爲 

替
の
統
計
學
的
硏
究
し
大
塚
地
理
學
會
論
文
集
、第
一
樹〕

筆
者
も
旣
に
、
大
都
市
地
方
計
畫
9

丨
ジ
ョ
ナ
ル

•
ブ
ラ
ン

-一
ン
グ
：>な
ど
と
相
對 

.

應
し
て
適
常
な
る
言
葉
を
求
め
.て
ゐ
た
が
最
近
流
行
語
の
經
濟
ブ
口
、ッ
ク
等
に
喑
示
せ
ら
れ
て
、
都
市
又
は
都
會
罾
カ
圈
な
る
胃
員
を
f

 

し
っ
X
あ
っ
た
。
丁
度
折
柄
、
川
口
氏
の
論
文
に
ょ
っ
て
、
同
じ
言
葉
の
用
ひ
ら
れ
具
っ
公
に
せ
ら
る
、
を
み
て
、
欣
に
堪
え
な
い
。
本
稿 

.

に
於
い
て
此
のI

日
葉
.を
用
ふ
る
に
あ
た
っ
て
川
口
氏
に
敬
意
を
表
し
つ
'.
一
言
す
る
所
以
で
あ
る
。
な
ほ
同
氏
の
此
の
論
文
は
都
市
研
究
若 

.

に
と
り
て
、
極
め
て
有
意
義
の
も
の
、
吾
々
大
い
に
指
示
を
受
く
る
所
大
で
，あ
っ
た
。

五

埼
！
縣
に
就
い
て
も
同
様
の
事
が
云
は
れ
る
。
東
京
市
域
直
接
の
都
、
川
越
浦
和
大
宮
の
諸
都
を
有
す
る
入
間
、
北
足
立
、
南
埼
玉 

の
諸
郝
、
鐵
道
幹
線
に
沿
ふ
北
埼
玉
、
大
M
の
諸
郡
に
、
高
等
敎
育
举
業
者
在
准
の
多
數
を
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。 

(

川
越
市
は
入
間
郡
に
加
算) 

.

へ

： 

' 實數推定
 

北

M

.

立郡

 

セ
ニ
三
I

四
一
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大
都
市
に
蛸
集
す
る
知
識
階
級
に
就
い
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統
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一
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八
ー
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大
都
市
に
蛸
集
す
；
嗍
識
階
愈
に
就f

て
，の
顧
計

洗

葛

飾

：
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^
A
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南

埼
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1
0四
丨

::

北
：
：琦
：
へ
玉
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1

三
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兒

玉

郁
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五
四
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八
六
丨 

北

企

郡
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三
六
丨

大

•里
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I

四
五
丨
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：
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.郡

；
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.

：四
四
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計
ン
：

.

.
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:
ニ
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四
七
二 —

g

C

 J G

八
四〕

o  %  o  一  九  ニ  四 ニ  ：一

:

(

埼
玉
縣
分
布
圖
參
照
六

三
頁)

此
の
中
、.柬
京
市
域
に
直
接
す
る
北
足
立
、
北
葛
飾
、
.南
琦
玉
、
A,
間
の
諸
郡
を
合
計
す
れ
ば
一
〇

八

ー

.
丨

五

八

(

推)

と
な
るo

全 

體
恥
約
三
分
の
ニ
が
此
處
に
集
め
ら
れ
て
.ゐ
て
、
し
か
.も
浦
和
、
大
宮
、
川
口
、
川
越
市
、
飯
能
及
び
之
れ
ら
に
近
接
す
る
他
町
村
の 

占
め
る
勢
力
が
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
埼
玉
縣
內
の
分
布
が
神
奈
川
縣
程
、
集
中
的
で
な
い
點
は
、
後
者
は
東
京
市 

の
外
に
橫
濱
珩
な
る
も
の
を
途
中
に
控
へ
て
ゐ
る
事
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

千
葉
縣
に
就
い
て
み
れ
ば
左
に
示
す
が
如
く
、 
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八
〇 

.
五
四
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七
九
，

海
上
、
M

山
武
、
長
生
等
の
九
十
九
里
.沿
痒
の
諸
鄉
が
割
合
に
有
力
な
る
數
字
を
示
し
て
ゐ
る
事
が
M
に
っ
く
。
此
の
四
郡
を 

合
し
て
、
ニ
四
四
I
一
一(

推〕

と
な
っ
て
、
千
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縣
總
數
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で
全
體
の
〇
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一
七
八
弱
.、1

縣
の
中
央
都
市
と
し
て
の
勢
力
は
極
め
て 

弱
い
。
そ
の
他
房
州
及
び
九
十
九
里
利
极
沿
岸
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互
る
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數
を
あ
げ
れ
ば
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す
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識
階
級
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四
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し
.
_か
し
何
士
宕
つ
.て
も
市
川
、
松
戸
、
船
橋
を
按
へ
た
苽
葛
飾
■
が
斷
然
、
三
分
の
，一
近
き
數
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
縣
に
ぁ
つ
て 

も
依
.然
來
京
_に
近
接
す
る
程
集
中
し
て
ゐ
る
事
情
に
變
り
が
な
い
0
故

に

li
t
の
點
に
就
い
て
、
神
奈
川
縣
在
it
#
、
望

、
千
葉
縣
在 

住
者G

就
員
地
別
統
計
を
と
る
必
要
が
.ぁ
る
。
之
れ
に
ょ
っ
で
“

東
京
市
勝
に
直
接
す
る
以
外
の
郡
部
往
住
盏
が
來
し
て
、
萊
京
市
に
. 

日
氣
迎
勤
又
ば
連
絡
し
'て
ゐ
る
や
否
や
が
判
明
さ
れ
る
事
と
田
心
ふ
0
,肌
ち
是
等
比
較
的
遠
隔
の
諸
郡
在
住
者
が
そ
の
各
々
の
郡
に
獨
* 

的
存
，也
を
有
•■す
る
か
否
や
が
又
同
時
に
判
明
す
る)

。
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以
上
の
分
析
を
茈
礎
と
し
て
、
此
處
に
取
京
及
び
橫
濱
を
中
心
と
す
る
大
m

京
直
接
的
勢
力
圏
を
構
成
せ
し
め
る
と

.東

.
京

：
府

'■

■:
 

. 

.

.
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神
奈
川
縣
市
部
及
郡
部
の
一
部
，
 

靖

玉

縣

こ

部
 

千

葉

縣

一

部 

合

計

五
七
、七
一
〇
- 

四
、
六
九
ニ


ー
、 〇
八
一
, 

1
、〇
四
一—

•三
、
七
0
四(

推) 

.

11

八
五(

推) 

五
八
.

(

推) 

'.
，
五
九(
推)

六
’四
、
五
ニ
四——

四
、
ー，〇
六(
推)

1
1

I
!

I
I
I

I
I

II
1
1
i

と
な
る
。
此
の
場
合
、
_

宛
人
員
は
、
當
然
、
此
の
大
都
市
勢
力
圈
內
に
居
住
す
る
と
の
想
定
に
於
い
て
、
以
上
の
實
數
、
推
定
數
を

加
#

す

る

と
.;
1

' 

; 
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.
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大
.東

京

勢

力

圈

内

居

住

，奪

總

數
'

六
八
、
六
三
〇
人

•

の紹报を得る。之れに

‘朿
>)
(

市
又
は
庇
内
に
於
け
る「

不
明」

頌
肖
^

の
ニ
名
を
加
へ
る
と
ム
パ
八
、
六
三
.ー
ー
名
の
鎚
^

を
得
る
0
之
れ
を 

前
記
の
修
犯
.前
の
總
數
六
九
、
九

七

六
.̂

比
較
す
る
時
は
、僅
か
に 

一
、
ニ
四
四
の
減
少
に
過
ぎ
な
いC

此
0

事
實
は
、來
東
驛
を
中
心
と 

し
^

八
十
籽c

 

二
十
II
I〕

半
徑
の
大
圓
圈
よ
.り
な
る
.大
衆
京
地
方
の
總
商
積
中(

但
茨
城
縣
.一
部
を
除
く
>
實
際
に
は
艽
十
籽(

十
一
一
•

五
. 

M

)

半
徑
.の
而
積
中
に
全
體
近V

の
數
が
集
中
し
て
ゐ
る
事
を
示
す
。
五
十
籽
半
徑
圓
は
別
圖
、「

東
京
市
勢
ヵ
圈
分
布
圖」

に
示
す
如
く
. 

來
宽
府
に
於
い
て
は
奧
多
縻
山
嶽
地
方
の
一
部
分
並
び
に
神
奈
川
縣
に
於
い
.
て

は
中
郡
、
足
柄
下
郡
の
四
〇
八
丨
九(

祁〕

を
阶
外
す 

る
事
と
.な
る
。
'
そ
.
.の
代
り
都
築
郡
橘
樹
郡
及
び
津
久
井
郡
の
一
部
等
を
包
括
し
て
九
0.

餘
の
歡
を
得
.吏
に
千
葉
縣
方
r

lc
'て
'は
莉
、
F
 

• 

市
原
の
^

彤
に
.
.て」

ほ

-̂

ブ
三
〇
を
得
.る
を
以
：つ
.
.て
實
際
に
は
實
數
に
於
い
て
ニ
〇
Q

內
外
を
失
，
事
と
な
り
、
前
記
の
總
數
に
そ
れ
丈 

け
-の
或
少
を
來
す
。
.
む
か
し
圆
圈
作
圖
は
便
宜
«p

爲
め
で
あ
•
り
、
.
.賢
際
に
は
、

• 

,
東
京
よ
り
各
地
方
に
a

る
交
通
時
間
距
離
を
以
つ
て
作
. 

圖
す
る
事
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
.
る
か
ら
、
此
'
0
點
は
不
問
.に
附
し(

て
然
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

.

.

.
前
記
の
.如
.く
修
正
せ
ら
れ
た
る
右
.の
.
總
數
を
.以0

.

て
可
と
す
る
'な
.̂>
-
ば
，大

東

京

地

、方

に

は

實

1C

今
囘
の
調
资
.に
よ
る
大
學
、
霜
門
學 

校
卒
業
^

總
數
一
五
八
、
一
一
一
一
六
名
に
對
す
る
六
八
、
六
三
0

人
を
含
む
事
と
な
グ
、
此
の
比
率
は
9

四
三
ー
ー
|
强

と

な.る

ヮ.之

れ

.
を

修

正

以
前
の
前
頸
京
地
方Q

比
率
9
爵

二

弱

に

比

擎

れ

ば9
0
0
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大

阪

驰

方

の

總

數

，
ー
丄
ハ

M

/v

五
ば.
.旣
に
.そ
の
.査

體

に̂

す

る

比

率

〇

，
f

Q

三

弱

と

示.さ

れ
p

-き

。
t:
:
之

备

咬

多

少

の

霞

正

’を

義

_

が

遺

筚

ら

、

霧

わ

疆

钇

缺

备

に

、
東

京

地

：畜

於

げ

.
る
樺
髮
確
ざ
を
示
.ず
事
が
出
來
な
’
マ

し

か

：し
.弋

曼

中

也
と
し
て
.奈
良
_

部

に

：及

ぶ
_

端
I

は
八
十
^

.要
す
る
次
第
で
I

、
達

縣

、
裏
府
に
就
い
て
も
同
様
で
f

。
：
今

試

み

に

產

中

心

の

，

八
十籽
■

の
大
圓
圈
を
描
け
ズ
、
'
西
. 

.方
：は
姬
路
市
よ
.り
.坐
f

經
で
北
部
、
福

知

山

量
.び
襄
l

:

i

り
束
方
に
轉
じ
習

大
阪
よ
り
東
北
方
I

滋

賀

縣

比

良

山

を

，經 

嘉

琵

湖

南

西

部
I

ち

：鈴

鹿

：山

、
.
大

寒

山
を來
方
I

と.
し
奈
良
醤
部
.
の'縣

管

f

て
、
日高
”

中
流
の
北
端
、
e

州

ミ 

參

通

過

管

て

馨
I

f

聊
か
殘
し
た
ー
,
大

園

で

|

ノ 

( 

一
 

： 

.
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.

I

I
 

I

f

パ

之
れ
は
大
阪
：

K

都
市
地
方
計
寒
中
の
地
域
と
.

I

可
I

の
：
か

、

否

や
.は
、

不
宰
.

て
筆
者
の
知
.

|

る
所
|

:

る
が
、
旱

取

扱4

次
都
慕
力_

の
塵
と
す
る
藤
と
農
る
か
け
離
れ
て

I

.

O

V故
綴
か
痛
皇
縮
じ
て
'，
東
京
に
於
け
る
が
如
く
，

籽
半
徑
を
以
つ
で
作
圖
す
る
と
す
れ
ば
、
：
西
方
.は
明
.石
市
を
以
つ
て
境
S

、： .

養

部

慕

津

窟

北

境

、
：北
は
丹
波
國
、
、
閥

部
、

.北

東
方
は
京
都
市
、
大
津
市
、
大
阪
よ
甚
方
の
境
典
は
伊
f

の.
麗

月

瀬
I

、.
東
南
方
は
吉
姆
山
、
南
方
に
言
て
は
、
高
野
山 

よ
り
和
歌
山
市
に
及.び
淡
島
の
北
端
を
切
る
圓
周
を
以
つ
て
な
る
0 

.
; :

.
V

此
の
'五
十
籽
半
徑
圓
は
、
可
f

所
期
Q

S

的
に
添
ふ
もQ

が
f

ぅ
。
此
S

域
內
§

ま

れ

る

所

は

、

大
.
阪
.
府

-

全

部

.
'
:
.
、
 

,
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ISt
.
兵

庫
.
縣_

^

ハ
康
攝
维
の
金
部
、
明

石

郡

、

美
_

那

各

半

分

■

,

京

都

府_

■
比
叙
山
、
園
部
を
通
ず
る
萊
西
線
以
南
の
全
部 

>
.
.奈
.
.良
/
縣

^___紀

ノ 
"

以

北
-
.へ
,

•

和
歌
山
縣——

和
歌
山
市
及
び
高
野
山
を
通
ず
る
東
西
線
以
北
、
即
ち
海
草
、
那
賀
、
#
都
三
郡 

旣

：
に

胃

頭

に

揭

げ

た

如
く
、
奈
戾
、
和
歌
山
及
び
京
都
府
に
つ
い
て
は
郡
別
の
詳
細
の
調
茶
未
完
成
の
故
を
以
つ
て
、
此
の
圈
內
杧 

於
け
る
.全
部
P
數
字
を
示
し
難
い
。
し
か
し
、
大
阪
府
全
部
、
兵
庫
縣
全
部
に
つ

.
い

て

は詳

細

の

.
調

赉

が

ぁ
る
を
以
つ
て
、

一
時
之
れ 

を
主
と
し
て
調
夜
し
た
結
1

を
上
げ
れ
ば
、
和
歌
山
縣
、
奈
良
.縣
、
京
.都
府
に
つ「

い
て
は
、
い
づ
れ
も
市
部
人
口
の
み
を
と
り
、
兵
庳 

縣
に
て
は
、
武
庫
、
川
邊
兩
那
地
域
內
に
ぁ
^

も
の
を
以
つ
て
限
界
と
す
れ
ば
、
次
の
如
き
數
が
出
る
。
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阪
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び
推
定
數
を
合
筧
し
、
更
に
大
阪
府
内
片
於
け
る
不
明
數

3 £

を
加
ふ
れ
ば
，
一

:

四(

四
0
七
名
を
得
る
事
と
な
り
、
本
論
文
第
ー
一 

大
，都
市
。に
_

集
す
る
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_

階
救
に
就
い
1:
;

の
練
訃
.
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五
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す
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節
畏
い
て
揭
げ
た
、
未
修
芷
の
大
阪
地
：方
總
數
—

:六
、
ニ
八
五
名
を
減
ず
る5

 

ぐ
：
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此
の
數
を
基
礎
に
す
れ
ば
、
前
記
大
阪
勢
ヵ
地
方
圈
內
.に
は
、.
本
調
资
人
* ;

總
數
に
對
す
る
〇
.
〇
九
一
の
割
合
が
在
往
す
る
實 

な
る
。
前
記
第
ニ
節
に
於
け
る
許
算
比
率
〇
、
一
〇
三

.
弱
に
對
し
て
〇
、
〇
ニ
 

ニ
强
の
減
少
で
ぁ
る0

是
等
の
減
少
は
、
奈
免
縣
*
和
緊 

山
縣
、
京
都
府
郡
部
に
於
け
る
調
木
t

精
密
に
す
る
事
に
ょ
つ
て
充
分
補
加
す
る
事
を
得
る
と
思
ふ

C

し
か
し
此
の
場
合
に於
い

て

も

、 

都
會
的
發
f

潮
戶
內
海
々
岸
に
向
い
て
ゐ
る
と
思
は
れ
、
播
磨
灘
沿
岸
に
多
大
の
數
が
ひ
そ
む
の
を
見
逃
す
ヮ
ヶ
に
は
ゆ
か
ぬ

o

轼 

み
に
兵
庫
縣
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
東
ょ
り
漸
次
西
方
に
向
つ
て
の
順
に
於
い
て
先
づ
市
部
と
し
て
は
、

.
尼

ヶ

崎
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郝
部
と
し
て
は
、
瀨
戶
內
海
沿
岸
の
も
の
の
みをぁげれば、

川
：

邊

郡

' 

ニ
ニ
七——
七(
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武

0
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' 

:ー
、
五
八
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I
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石
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三
七

赤

穂

：
.

郡
.：

.

.
三
四
1

:

三(

推)
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：
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合

計

" 

.

.ニ
、
〇

〇一
!

三
〇(

推) 

-

.

之
れ
に
對
し
て
他
の
諸
郡
の
總
許
は
僅
か
に
四
〇
六
8

數)

で
あ
つ
て
、
兵
庫
縣
全
體
數
の
五
、
一o
八
の
內
、約
九
割
ニ
分
を
、
直 

籠

響

籽

ば

か

り

の

、
奥
行
四
秆
前
後
の
一
區
劃
に
集
中
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
關
取
に

於
.い
て
は
來
京
市
が
絕
對
數
|

め
た
る 

に
對
し
て
、
關
西
に
於
い
て
は
大
阪
府
及
び
典
庫
縣
が
比
較
的
近
似
の
數
を
示
せ
る
事
も
注
意
す
る
に
足
る
。

兵
庫
縣
の
こ

の
海
瘁
線 

に
於
け
る
集
合
の
事
情
は
關
東
の
湘
南
地
方
と
共
に

、
都
市
住
居
地
域
の
研
究
に
資
す
る
好
材
料
で
あ
る
。

前
記
武
庳
郡
內
の
數
が
一 

五

八

三

を

以

：つ
て
兵

g

縣
全
體
、
五
ー
0
.
五
に
對
し
て
約
三
割
强
の
勢
ヵ
を
示
し
て
ゐ
る
事
は
此
の
地
方
の
性
質
を
語
る
に
足
り
る
。

八

以
上
、
今
囘Q

調
茶
に
ょ
る
大
學
及
び
.高
等
霧
門
學
校
卒
業
者
が
東
京
及
び
大
阪
の
、
大
體
に
於
い
て
八
十
籽
半
徑
を
中
心
と
し
た 

地
或
に
於
け
る
集
中
の
事
實
を
調
夜
し
た
。

即
、
そ
れ
に
ょ
れ
ば
東
京
地
方
に
於
い
て
は
、
調
_

人
員
の

〇
、四
三
三
强
が
在
在
し
、
 

大
阪
地
方
に
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い
て
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(

大
體
.
に
於
い
.て
五
十
籽
半
徑
.に
該
當
す
る
地
域
內〕

o
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數
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西
ニ
大
都
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勢
力
圏
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：含
ま
れ
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ゐ
る
と
1其
.つ
：て
差
变
な
く
、.
之
.れ
.に
.名
古
屋
、：

福
岡
の
諸
都
市
郡
を
加
ふ
.れ
ば
-
そ 

の
總
數
は
次
の
：如
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四
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八
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四
1

1

、
六
三
三(

推)
1
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八
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.
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九
四
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_
六
、
三
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ゾ
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即
、
又
、
此
の
合
計
實
數
及
び
推
定
數
を
合
箅
し
て
こ
、

に
、
A
八
、
ニ
四
九
の
詳
を
得
る
事
が
出
来
る
o
:
此
の
總
計
は
全
體
の

〇
、
7r
K
八
を
示
す
も
の
で
、
知
識
階
級
の
：大
部
分
が
東
、
：西
大
都
市
及
び
九
州
北
端
の
都
會
文
化

地
方
及
び
取
海
中
京
等
の
大
都
會

地
に
細
集
す
る
結
艰
に
外
な
ら
ぬ
、
集
屮
率
の
火
を
汞
し
.て
ゐ
る
。
殘
部
の
0

四
、五
は
、
そ
の
他
全
國
に
分
布
さ
れ
る
も
の
で
、
.之
れ

又
、
靜
岡
市
に
み
る
が
如
き
狀
態
に
於
い
て
、
本
調
莶
に
於
い
て
：は
未
調
莶
に
屬
ず
る
全
國
の
中
小
都
市
に
散
布
し
て

ゐ
る
も
の
と馆 

測
す
る
は
失
當
で
な
か
ら
ぅ
。

赴
に
於
い
て
旣
に
述
べ
た
如
く
、
大
都
會

に
育
つ
た
知
識
階
級
は
禅
び
そ
，の
經
濟
的
社
會
的
運
命
の
'爲
め
に
大
都
市
に
集
中
し
て
生 

活
を
行
つ
て
ゐ
る
。
彼
等
の
生
活
欲
求
が
、
經
濟
市
場
に
需
要
と
し
て
•具
體
化
さ
れ
る
時
、
避
.に
大
都
市
.の
消
費
文
ft
；
が所

！！：，

可
爛
，

H

 

彩
を
以
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て
現
出
す
る
わ
け
で
あ
る
。.
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本
囘
の
調
齑
報
吿
は
之
れ
を
以
つ
て
終
る
,0

本
來
は
更
に
進
ん
で
知
識
階
級
の
地
域
的
特
性
を
語
る
材
料
を
.示
す
べ
き
で
ぁ
つ
た
が 

蒙
外
に
紙
數
の
.增
加
を
沄
し
た
の
で
、
之
れ
を
以
つ
て
打
ち
切
り
、
後
日
の
機
會
を
ま
.
.つ
事
と
す
る
。(
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